
★ 記念講演会

『60周年だから聞ける「埼玉大学・スポーツ・感動物語」』

埼玉大学と関連の深いスポーツの歴史やエピソードを４回の講演で綴ります。

主催 埼玉大学教育学部 後援 さいたま市桜区

第 1回 柔道メダリストを育てて 10月18日（日）14:00～16:00（終了しました）

コーディネイト・講演：野瀬清喜(教育学部教授：ロサンゼルス・オリンピック男子柔道 86㎏以下級銅メダリスト)

第 2回 箱根駅伝と陸上物語 11月1日（日）10:00～12:00

「たった一度の箱根駅伝」西村暢二氏（教育学部卒：第35回(昭和34年)大会アンカー 埼玉陸上競技協会会長）

「野口源三郎と箱根駅伝」小原敏彦氏（教育学部卒：埼玉陸上競技協会理事長）

コーディネイト：有川秀之 教育学部教授（2008年北京オリンピック男子陸上競技支援役員）

第 3回 ダンス日本一への道 11月7日（土）14:00～16:00 （詳細は裏面参照）

コーディネイト・講演：細川江利子（教育学部教授・埼玉大学ダンス部顧問）

パフォーマンス：埼玉大学ダンス部（全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）創作コンクール

部門大学の部６年連続９回受賞）

AFTER BEAT CLUB（DANCE@LIVE FINAL 2009 大学対抗ダンスバトル RIZE 優勝）

第 4回 浦和でサッカーに生きる 12月6日（日）14:00～16:00

「たくましく、しなやかな選手、チームの養成」菊原伸郎

（教育学部講師：埼玉大学サッカー部監督、元浦和レッズ選手）

「指導者の指導者養成」竹内京子氏

（帝京平成大学ヒューマンケア学部教授：埼玉大学サッカー部 ケアアドバイザー）

会 場：さいたま市プラザウエスト 多目的ルーム さいたま市桜区道場 4-3-1 TEL048-858-9080
定 員：２００名/先着順 入場無料

アクセス：JR浦和駅西口から路線バス「桜区役所」下車、

JR西浦和・中浦和駅からさいたま市コミュニティバス(桜区役所循環)「桜区役所」下車

★ 歴史で綴る企画展

埼玉県師範学校（1874～1951）から浦和レッズまで

期間 11月 26日（木）～ 12月 10日（木）10:00～ 16:00 土・日を除く（但し、11月 28（土）は開催）

浦和レッズのエンブレムには、埼玉大学の母体である埼玉師範学校校舎『鳳翔閣』がモチーフとして使

われています。埼玉県師範学校関係史料から浦和レッズ･エンブレムまでを歴史系列的に展示・解説する

ことによって、埼玉大学教育学部の 135年の歴史を紹介します。

また、「第 35回(昭和 34年)箱根駅伝」埼玉大学出場の記録(襷、ゼッケンなど)も展示いたします。

会場：教育学部コモ棟 1階ギャラリー 入場無料

主催：教育学部歴史展示事業委員会（教友会(教育学部同窓会)、さいたま市立博物館、教育学部、附属学校）

後援：浦和レッズ



第 3回 ダンス日本一への道 11月7日（土）14:00～16:00

コーディネイト・講演：細川江利子

パフォーマンス：埼玉大学ダンス部

AFTER BEAT CLUB

＊ プロフィール

細川江利子

埼玉大学教育学部教授・ダンス部顧問。現在は学生や全国の体育・ダンス教員への指導に専念しているが、長年現

代舞踊家として活動。㈳現代舞踊協会新人群舞賞(’93)、神奈川県芸術舞踊祭ヨコハマコンペティション第１位

(’91,’93,’96)、東京新聞主催全国舞踊コンクール創作舞踊部入賞(’97)等、受賞多数。

埼玉大学ダンス部

細川が埼玉大学に着任して以来、本格的に活動。大学を対象とした日本で唯一の創作ダンスコンクール、全日本高

校・大学ダンスフェスティバル（神戸）創作コンクール部門大学の部では、NHK 賞(’06,’08)、神戸市長賞(’04)等、６

年連続９回受賞。また、ARTISTIC MOVEMENT IN TOYAMA 少人数によるダンスコンクールでは第１位・松本

千代栄賞(’08)等、4 回受賞する等、その実力は高く評価されている。

AFTER BEAT CLUB（Hal・BoB・T ☆ K ☆ O）

埼玉大学ダンスサークル AFTER BEAT CLUB で Hal （赤堀文也）が１年、BoB（渡邊良輔）と T ☆ K ☆ O（杉山

昴生）が３年のとき出会った。それぞれが学外で活動している中、DANCE@LIVEという日本最大規模のバトルイ

ベントの大学対抗３オン３の存在を知り、チームを結成。2009 年シーズンに出場し、決勝大会で見事優勝。日本一の

栄冠を手にした。

全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）2009 年審査員賞受賞作品『廃墟 2009 プリピァチ』

「アイドルは卒業。普通の男の子に戻ります。」


